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実験準備 

器具：素焼きの皿（2.5号 

直径8 ㎝ 100円シ

ョップで販売してい

る），ペトリ皿，ミノ

ムシクリップ付導線

×2，電圧計，低電

圧モーター，電子オ

ルゴール，駒込ピペット，ビーカー，ガラス棒，加

熱器具 

試薬：硫酸銅(Ⅱ)，硫酸亜鉛，銅箔テープ（導電性テープ 15 

㎜幅20 ｍがネット販売で2500円程度），亜鉛箔テ

ープ（防錆テープ ネット販売で25 ㎜幅20 ｍ5000

円程度），寒天末 

 

 

 実験操作 

【実験 1 素焼きの皿を隔膜にしたダニエル電池】 

① ペトリ皿に 10 ㎝程度に切った銅箔テープを貼る。そ

の際，ミノムシクリップではさめるよう，端を出して

おく（写真2）。 

② ペトリ皿に1.0 mol/L硫酸銅(Ⅱ)水溶液を約5 mL程度

入れる。 

③ 素焼きの皿に 10 ㎝程度に切った亜鉛箔テープを貼る。

その際，ミノムシクリップではさめるよう，端を出し

ておく（写真3）。 

 

 

④ 素焼きの皿に 0.10  

mol/L 硫酸亜鉛水溶液

を約5 mL程度入れる。 

⑤ ペトリ皿に素焼きの皿

を置く。 

⑥ 銅箔テープと亜鉛箔テ

ープにミノムシクリッ

プ付導線を取り付け，

電圧計，低電圧モ

ーター，電子オル

ゴール等とつなぎ，

電圧が発生していることを確かめる（写真4）。 

【実験 2 寒天ゲルで隔膜をなくしたダニエル電池】 

① 1.0  mol/L 硫酸銅

(Ⅱ)水溶液 200 mL，

0.10  mol/L 硫酸亜

鉛水溶液200 mLに

それぞれ寒天末 4 g

を入れ，弱火で加熱

して溶かす。その際，

容器の底が焦げ付く

ことがあるので，沸

騰するまでかきまぜ

る。その後，室温で

放置して冷やし，寒

天ゲルをつくる（写

真5）。200 mL程度

で 1学級 10グルー

プは十分実験できる。なお，保管は冷蔵庫でする。 

② ペトリ皿に10 ㎝程度に切った銅箔テープと亜鉛箔テ

ープを貼る（写真6）。ミノムシクリップではさめるよ

う端を出しておく。 

写真1 銅箔テープ（左） 

 と亜鉛箔テープ（右） 

写真2 銅箔テープを貼る 写真3 亜鉛箔テープを貼る 

写真5 水溶液を寒天ゲルで固める 

写真6 金属箔テープを貼る 

写真 4 素焼きの皿が隔膜になる 



 

③ 銅箔テープの上に硫

酸銅(Ⅱ)水溶液のゲ

ル，亜鉛箔テープの

上に硫酸亜鉛水溶液

のゲルを塗る。その

際，パンにジャムを

盛るようにすること

と，寒天ゲル同士は

接触させることがコ

ツである。銅箔テ

ープと亜鉛箔テー

プにミノムシクリップ付導線を取り付け，電圧計，低

電圧モーター，電子オルゴール等とつなぎ，電圧が発

生していることを確かめる（写真7）。 

 

 

結   果 

 実験1でも2でも，約1.1 Vの電圧が確認できた。また,

回る低電圧モーターや電子オルゴールの音でも電池ができ

ていることを確認できた。ボルタ電池と比較するとダニエ

ル電池は，意外なほど長時間電圧が降下しなかった。素焼

きの皿を隔膜にしたダニエル電池の場合は少なくとも24

時間，寒天ゲルで隔膜をなくしたダニエル電池でも6時間

は低電圧モーターを回し続けることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解 説 

授業では，実験1と実験2のいずれかを生徒実験で行わ

せる。材料さえあれば難しい実験ではない。50分授業の前

半で電池が完成する。ここでは，電池の基本的な仕組みの

理解がねらいである。まずは，実験を行い電圧が生じると

いう現象を明らかにさせた後，次に，生徒の理解を深める

考察の場面になる。 

その際，生徒の理解を深めるためには，ダニエル電池の

電極における変化についてイオンのモデルを用いて表現さ

せる。それには，以下の3つのポイントがある。 

 

① 前時までに学習している金属のイオンへのなり

やすさ。銅と比較すると亜鉛の方がイオンになり

やすいこと。 

② 水溶液での溶質の電離。硫酸銅(Ⅱ)や硫酸亜鉛が

水溶液中で電離してイオンになっていること。 

③ 電子が移動する向き。亜鉛板から銅板に電子は移

動すること。電圧計の接続で確認できる電流の向

きとは逆になること。ちなみに，銅板が＋極，亜

鉛板が－極の電池となる。 

 

ダニエル電池の電子の流れを模式的に表し，電極で生じ

た電子が回路に電流として流れることを理解させる。生徒

の理解を深めるためには上記の3つのポイントを関連させ

ながら授業を進行させる。生徒の理解の程度は個人差が大

きい。グループによる話し合い活動や，教師の机間指導が

欠かせない場面である。 

なお，中学校のこの段階では，隔膜の役割について深入

りしない。 
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写真7 寒天ゲルを金属の上にのせる 


